
 

安心精密診断２０１２Ver.2.0（P 評価９-Ｗ） 
3 階建てまでの在来軸組構法、伝統的構法、枠組壁工法及び１階混構造の木造住宅 
木造公共建築物・学校校舎、幼稚園の園舎、体育館の診断及び補強計画の検証 
(一般財団法人)日本建築防災協会『２０１２年改訂版 木造住宅の耐震精密診断と補強方法』 
に準拠・評価取得。一般診断法・精密診断法１・精密診断法２(保有水平耐力計算方法)に対応  
木造住宅診断法『一般診断法』『精密診断法１』『精密診断法２』に対応！ 

このシステムは『２０１２年改訂版 木造住宅の耐震精密診断と補強方法』：(一般財団法人)日本建築防災協会発行

に準拠し、プログラム評価（Ｐ評価 9-Ｗ）を取得しました。本プログラムは、一般診断法・精密診断法１・精密診

断法２より構成しています。公共建築物の木造校舎・幼稚園・保育所の耐震診断に対応。改修補強用として、現状

診断結果の他に、補強案(1)～(5)の 6種類のファイルを自動作成。接合部補強金物を自動算出(Ｎ値法・引抜耐力)  

 

 

 

              

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

解析内容 
一般診断法 

方法１：壁を主な耐震要素とした住宅を主な対象 

方法２：太い柱や垂れ壁を主な耐震要素とする伝統

的構法で建てられた住宅を対象 

必要耐力 Qr：当該住宅の仕上材の仕様、建設地域に

応じて各階の必要耐力算出用床面積を乗じ

て求める数値 

保有耐力 Qu：当該住宅の壁･柱の耐力、耐力要素の配

置による低減係数、劣化度による低減係数 

上部構造評点＝Qu／Qr より判定 

精密診断法１ 

在来軸組構法住宅・伝統的構法住宅・枠組壁工法住 

宅及び１階部分が RC造 S造の混構造住宅の木造部分 

３階建てまで対応 

必要耐力 Qr：必要耐力表・基準法の地震力算定方法 

保有耐力 Qu：無開口壁の耐力・開口壁の耐力に柱接

合部による低減係数、劣化による低減係数

を乗じた数値に剛性率・偏心率の低減を考

慮し算出 

上部構造評点＝Qu／Qr より判定 

精密診断法２ （保有水平耐力計算による方法） 

木造建築物の３階まで適用とし、高さの高い壁や広 

い空間を持つ構造に適用、主に学校校舎・幼稚園園 

舎・体育館などの公共建築物 

層の荷重変形関係に基づき、保有水平耐力を計算 

水平構面の計算により、剛床か柔床の判断を行う。 

剛床となる場合は、偏心率が 0.15 以下か判定・0.15

以上はねじれ補正係数を除して補正後荷重変形関係

の累加を行う。各フレ－ムの荷重変形関係より、終

局耐力及び塑性率を求め、構造特性係数 Ds を算定し

必要保有耐力を算定・柔床の場合は、荷重変形関係

により、降伏点を求め、完全弾塑性に置換して保有

水平耐力を求める。単体壁の終局耐力の累加により、

保有水平耐力を計算する方法も選択可能。 

精密診断法２は『安心精密診断 2012-2』が必要 

 

木造住宅耐震診断システムの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用範囲 

在来軸組構法住宅を主とし、伝統的構法の住宅お

よび枠組壁工法（2×4 工法）の平屋建て、2 階建

て、3階建て住宅の耐震診断計算を行う。ＲＣ造ま

たは鉄骨造の混構造住宅の木造部分の診断・補強。 

一般診断法と精密診断法１・２ 

 一般診断法は、耐震補強等の必要性の判定を目的

診断を行う人は、建築士および大工、工務店等の建

築関係者を想定した補強を前提としない診断。精密

診断法１は、補強を前提とした、詳細な診断法であ

り、原則として建築士を想定している。主に補強後

の耐震性を診断する。精密診断法２は、公共建築物

（学校・幼稚園）などの規模の大きな建物・吹き抜

けのある建物などの診断・補強を行う場合に用いる。 

一般診断法 

精密診断法１・２ 

補強設計 

精密診断 
補強後の耐震性の診断 

補強工事 診断終了 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 
 

誰にでもできるわが家の耐震診断 

専門家による診断をするか 

補強の必要性あり 

補強の必要性あり 
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木造住宅耐震診断 入力・出力 
 

       一般診断法          
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●動作環境 WindowsXP・VISTA・７が作動環境するパ－ソナルコンピュ－タ 
●CPU Core2、Pentium、Celeron2GB以上推奨 メモリ２GB ハ－ド空き容量：500MB以上 

プロブラムの特徴 

精密診断法２による降伏点及び剛性 

精密診断(保有耐力診断法)特徴 

出力項目（精密診断法１）安心精密診断 2012-1 
◎木造住宅の耐震精密診断(表紙・診断員名) 
◎建築物概要 

◎各部の構造・地盤･構造計画・各種の係数 
◎壁・軸組（筋交い）の仕様と要素耐力・剛性 
◎仕様の組合せによる壁基準耐力と剛性 
◎必要床面積の算定 
◎必要耐力の算定 
◎壁・柱配置と壁による耐力･剛性 

◎剛性率・偏心率の計算・平均床倍率の計算 
◎偏心率と床仕様による低減係数 
◎保有する耐力の算定 
◎判定 
◎ 地盤･基礎･水平構面の損傷 他 
出力項目（精密診断法２）安心精密診断 2012-2 
○壁要素の標準骨格曲線 
○壁要素の耐力低減係数集計による骨格曲線計算 
○各方向各通り毎の荷重-変形関係曲線 
○各方向各通り毎の降伏点及び剛性 
○剛性率・偏心率の計算 
○ねじれ補正値を除じた荷重－変形関係曲線算出 
○各階各方向毎に荷重-変形関係曲線を算出 
○各階各方向毎に降伏点及び剛性を算出 
○各階各方向毎に終局耐力及び塑性率を算出 
○通り別重量の算定・剛性率・偏心率係数を考慮し
た必要保有耐力を算出 
○各構面の保有する耐力(終局耐力)Qd／必要保有
耐力 Qun より評点判定 
○軸力・地震力を求め、引抜力より接合金物算定 

出力項目（一般診断法）安心精密診断 2012-1 
◎木造住宅の耐震精密診断(表紙・診断員名) 
◎建築物概要 
◎必要耐力の算出 
◎耐力要素の配置等による低減係数用必要耐力 

◎強さ Ｐ 
◎耐力要素の配置等による低減係数 Ｅ 
◎劣化度による低減係数 Ｄ 
◎上部構造評点 
◎総合評定 （ａ）地盤・基礎（ｂ）上部構造 
 

◎軸組図(開口付)・伏図・金物伏図 

◎各指定出力帳票をＤＸＦ変換 

精密診断計算条件 
●必要耐力計算方法選択 
１建築基準法施行令に準じて求める方法 
２必要耐力表を用いる方法 
●重心位置の計算（選択） 
１.床面積等の略算  ２.柱軸力による精算 

●入力ミスはチェックメッセ－ジで対応 
●補強設計案は、現状・補強案(1)～補強(5)まで 
●補強材料を配置行うごとに、診断結果をリアル

タイム表示(精密診断結果)チェックできます。 
●耐力壁・筋かい・接合金物・床倍率・開口等の

標準仕様の設定がマスタ－ファイル登録 
●平面斜め形状の建物の診断ができます。 
◎補強設計 
●補強設計出力にて補強方針のコメント・補強部

材と補強箇所明細表・補強箇所平面図出力 
●補強金物はＮ値法及び建物の引抜き耐力選択 
●基礎改修後に部材毎に基礎ランクⅠ～Ⅲまで

の入力変更ができる。 

 


